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まえがき 
このたびは、ジェミノ（GEMINO）をお買い上げいただき、まことにありがとうございました。 
この「取扱説明書」には本製品を安全にお使いいただくための注意事項と使用方法などを記載しています。 
 本製品をお使いになる前に、必ずこの「取扱説明書」をよくお読みいただき、正しく安全な取扱 

方法を理解してください。 
 本製品を使用する方ばかりでなく、付き添いの方もこの「取扱説明書」をよくお読みください。 
 この「取扱説明書」はお読みになった後も、いつでも見られる場所に保管してください。 
 お買い上げの製品は、改良などにより、この「取扱説明書」の内容と一部異なる場合があります。 
 動作範囲・寸法・角度・質量などの数値の記載がある場合、その数値には多少の誤差が含まれます。 

特別なものを除きこの「取扱説明書」では、約・およそといった言葉を省略しております。 
 ご不明な点がありましたら、お買い上げの販売店または直接弊社までお問い合せください。 

 

製造元： 
 

輸入・販売元： パラマウントベッド株式会社 
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用途 
本製品は、ご家庭、医療施設および高齢者施設などで、自立歩行が困難な方の歩行を補助することを目的に作
られています。 
※ご使用の際には、専門家（福祉用具専門相談員、作業療法士、理学療法士など）にご相談ください。 
※自立歩行に不安な方の場合は、同伴者の付き添いのもとで使用してください。 

 

特長 
本製品は、室内・屋外どちらにおいても快適に利用いただけるよう設計しています。Ｍ・Ｌの２サイズがあり、
ご使用になる方の体格や身体の状態に応じてお選びいただけます。 

 



各部名称／仕様 

2 
 

各部の名称 

 

仕様 
品名 ジェミノ（GEMINO） 
品番 KZ-325100 KZ-325200 

サイズ M L 
色 レッド 

寸法 
（cm） 

幅 60 
幅（折りたたみ時） 25 

奥行 65 
全高※ 69～88 78～100 

座面高さ 55 62 
本体質量（kg）付属品含む 7.3 7.5 

ブレーキ仕様 ブレーキ/駐車ブレーキ 
キャスター径（cm） 前輪/後輪 φ20 
梱包サイズ（cm） 

幅×奥行×高さ 
24×67×84 

最大利用者体重（kg） 130 150 
推奨利用者身長（cm） 135～165 155～200 

※全高：ハンドルの調節範囲が変わります。 
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ここに示した注意事項は、製品を安全に正しくご使用いただき、お客様や他の方々への危害を未然に防止する
ためのものです。必ず守ってください。 
 

 
この表示を無視して誤った取扱いをすると、死亡または重傷（骨折・圧迫・麻痺

ま ひ

など）
を負う可能性が想定される内容を示しています。 

 
操作が理解できないと思われる方（12 歳以下のお子様や認知症の方など）に使用
させないでください 
転倒して、けがをするおそれがあります。 
 
悪天候時（強風・雨・雪・凍結時など）は、屋外で使用しないでください 
転倒して、けがをするおそれがあります。 
 
次の①～④のような場所では使用しないでください。⑤～⑧のような場所では注意
して使用してください 
転落・転倒して、けがをするおそれがあります。 
①階段やエスカレーター ②急な坂道 ③滑りやすい路面や、凹凸のある場所 ④雨の日や夜間 
⑤エレベーターや踏切など溝のある場所 ⑥傾斜した場所 ⑦交通の頻繁な場所（交差点など） 
⑧混雑している場所 

 
押し手ハンドルは左右の高さが同じになるように調節してください 
押し手ハンドルの高さが左右で違う状態で使用すると、バランスを崩し、転倒してけがをするおそれがあります。 
 
ハンドル高さ調節レバーは確実に固定してください 
固定されていない状態で使用すると、押し手ハンドルが不意にさがり、けがをするおそれがあります。 
 
左右両方の押し手ハンドルを持って移動してください。また、ブレーキは左右同時
に掛けてください 
重心が不安定となり、転倒してけがをするおそれがあります。 
 
座面に座るときはバックレストが装着された状態で、左右の駐車ブレーキを掛けて
ください 
駐車ブレーキを掛けないで座ると不意に動き、転落・転倒してけがをするおそれがあります。 
 
押し手ハンドルが低い状態で座面に座るときは、バックレストに強く寄り掛からな
いでください 
上半身が不安定になり、転落・転倒してけがをするおそれがあります。 
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この表示を無視して誤った取扱いをすると、死亡または重傷（骨折・圧迫・麻痺

ま ひ

など）
を負う可能性が想定される内容を示しています。 

 
座面以外の場所（特にグリップ：収納バスケット取付部）には座らないでください 
転倒してけがをしたり、本製品が破損・変形したりするおそれがあります。 
 
坂道（斜面）で、座面に座らないでください 
転落・転倒して、けがをするおそれがあります。 
 
座面に人を乗せたまま移動しないでください 
転落・転倒して、けがをするおそれがあります。 
 
踏み台代わりに使用しないでください 
座面の上に立ちあがったり、収納バスケットに足を掛けたりしないでください。転落・転倒してけがをするお
それがあります。 
 
最大利用者体重を超える方は使用しないでください 
本製品の最大利用者体重は下記のとおりです。人と荷物をあわせて下記の重量を超えた状態で使用すると、破
損・変形してけがをするおそれがあります。 
 KZ-325100（M）：130 kg 
 KZ-325200（L）：150 kg 
 
ブレーキを掛けながら走行したり、引きずったりしないでください 
転倒してけがをしたり、キャスターの摩耗・ブレーキ故障の原因となったりします。 
 
火気に近づけないでください 
本製品の近くで、ストーブなどの熱器具を使用しないでください。変形・変質・火災などの原因となります。 
 
お客様による修理・改造はしないでください 
思わぬけがや、破損の原因となります。 
 

 
この表示を無視して誤った取扱いをすると、人が軽傷（打撲・すり傷・切り傷など）
を負う可能性および物的損害の発生が想定される内容を示しています。 

 
運搬物の搬送などの用途では使用しないでください 
本製品が破損・変形するおそれがあります。 
 
スプレータイプの殺虫剤を本製品に直接噴射しないでください 
殺虫剤に含まれる溶剤によってキャスターや他の樹脂部分が破損・変形・溶解するおそれがあります。また、
破損・溶解した部分で思わぬけがをするおそれがあります。 
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障害の種類や程度によっては、単独歩行でのご利用が困難なケースもあります。ご使用にあたり、理学療法士・
作業療法士などの専門家もしくはお買い上げの販売店にご相談いただき、本製品を正しく使用してください。 

本体の開きかた 

①押し手ハンドルを矢印方向に引っ張ってください。 

 

②座面両端部を、「カチッ」と音がするまで両手で左
右に押し広げてください。 

 
 

 
 
 

 
 

 

 

 

座面を押し広げる際に、手や指をはさまれ
ないように注意してください。けがをする
おそれがあります。 

 
③利用者の身長にあわせて、左右の押し手ハンドルの高さを調節し

てください。 
※片方ずつ行い、左右の高さをお好みの高さの目盛にあわせてく

ださい。 
 

 

押し手ハンドルは左右の高さが同じになるよう
に調節してください。押し手ハンドルの高さが
左右で違う状態で使用すると、バランスを崩し、
転倒してけがをするおそれがあります。 

 
 左図のハンドル高さ調節レバーを上方向に押しあげて、押し手ハ

ンドルをお好みの位置に調節してください。 
 調節後、ハンドル高さ調節レバーを下方向に押しさげてください。

押し手ハンドルが固定されます。 
 押し手ハンドルを軽く上下させ、押し手ハンドルが確実に固定さ

れていることを確認してください。 
 

 

押し手ハンドルは利用者の身長および身体条件にあわ
せて調節してください。高さがあわないと歩行時の姿勢
が垂直に起立した状態にはならず、前屈みとなり円背を
誘引することとなります。 
良い歩行姿勢とは、上半身の骨盤・腰椎・胸椎・頚椎の
バランスを整えることです。（11 ページ参照） 
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押し手ハンドルの高さ設定 

使用する際に、押し手ハンドルが常に一定の高さ（お好みの高さ）に素早く設置できるように、押し手ハンド
ルの使用高さを記憶させることができます。 
使用しないとき（収納時など）に押し手ハンドルを一番低い位置にしても、次に使用する際に、設定（記憶）
した高さに素早く戻すことができます。 
 

 

設定（記憶）した高さより高くあげることはできません。高さを変えたいときは、再設定してく
ださい。 

 

使用工具 
六角レンチ（対辺 3ｍｍ）１本 

※付属されていません。お客様でご用意ください。  

 

①高さを設定する前に、あらかじめ利用者の身体条件にあわせたお好みの高さに押し手ハンドルを調節してく
ださい。 

②上図のねじを六角レンチ（対辺３mm）を使用して取外してください。（左右各１ヶ所） 
※取外したねじは、紛失しないようにしてください。 

③押し手ハンドルを上方向に引きあげて、サイドフレームから抜き取ってください。 
④抜き取った押し手ハンドルに付いている高さ設定樹脂を、押し手ハンドルから取外してください。 
⑤取外した高さ設定樹脂を、①でお好みの高さに設定したハンドル高さ調整レバーのすぐ下側の穴に差込んで

ください。 
※高さ設定樹脂をはめ込むことで、お好みの高さを記憶することができます。 

⑥ハンドル高さ調節レバーを上方向に引きあげながら、押し手ハンドルをサイドフレームに差込んでください。 
⑦ハンドル高さ調節レバーを下方向に押しさげ、押し手ハンドルを固定してください。 
⑧②で取外したねじを、六角レンチ（対辺３mm）で固定してください。 
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バックレストの高さ調節 

利用者の腰の位置にあわせて、バックレストの高さを調節することができます。 
 

使用工具 
六角レンチ（対辺 3ｍｍ）１本 

※付属されていません。お客様でご用意ください。  

 

 
 
①上図のねじを六角レンチ（対辺３mm）を使用して、ねじをゆるめてください。（左右各１ヶ所） 
②利用者の身体条件にあわせたお好みの高さにバックレストの位置を調節してください。 
③①で緩めたねじを、六角レンチ（対辺３mm）で固定してください。 
 

 

腰ベルトの高さを調整した後、六角レンチ（対辺 3mm）を使用して、ねじをしっか
りと締付けて、固定してください。（左右各 1 ヶ所）ねじがゆるんでいると、不意に
腰ベルトの高さが変わり、転倒してけがをするおそれがあります。 
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ブレーキの調整 

後輪キャスターとブレーキパッドの適正なすき間は 2mm です。駐車ブレーキをかけた状態で後輪キャスター
にブレーキパッドがめりこまない状態を目安にしてください。 
 
ブレーキワイヤーの張り調整 
①下図のナットＡをゆるめた後、ナットＢを回して調整してください。調整後、ナットＡを締付けてください。 
※ナットＢを反時計回りに回すとブレーキの効きがよくなり、時計回りに回すとブレーキの効きが悪くなり

ます。 
②調整後は手元ブレーキ・駐車ブレーキが確実に掛かることを確認してください。 
 

 

 

 

後輪キャスターとブレーキパッドのすき間は、上記目安の2mmに調整してください。
２mm 未満に調整し、駐車ブレーキを掛けたまま長時間経過すると、後輪キャスター
表面がブレーキパッドの形状に陥没し、走行時に後輪キャスターががたつくなど安全
な歩行の妨げとなり、転倒するなどしてけがをするおそれがあります。また、２ｍｍ
を超えて調整すると、手元ブレーキ・駐車ブレーキの効きが悪くなりますのでご注意
ください。 
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ブレーキ 

 

 使用する前に手元ブレーキ・駐車ブレーキが掛かることを確認してください。ブレ
ーキワイヤーが適正な状態でない場合、手元ブレーキ・駐車ブレーキが効かず、衝
突・転倒してけがをするおそれがあります。 

 手元ブレーキは左右同時に掛けてください。片側のみ掛けると、重心が不安定とな
り転倒してけがをするおそれがあります。 

 駐車ブレーキを使用して休息する際は、平坦な場所で使用してください。ゆるやか
な坂の場合でも、転落・転倒するおそれがあります。特に屋外の場合は、交通環境
や道路環境を考慮の上、周囲の安全を確認してください。 

 座面に座るときは、左右の駐車ブレーキを掛けてください。駐車ブレーキを掛けな
いで座ると不意に動き、転落・転倒してけがをするおそれがあります。 

 手元ブレーキを掛けながら走行したり、引きずったりしないでください。転倒して
けがをしたり、キャスターの摩耗・ブレーキ故障の原因となったりします。 

 

 駐車ブレーキを使用して休息する場合は、左図のよ
うに進行（進路）方向とは逆向きで、バックレスト
に腰部が接するように深く腰掛けてください。座り
が浅いと転落するおそれがあります。 

手元ブレーキ 

ブレーキレバーを握ると、後輪キャスターにブレーキが掛かり、離すと解除されます。 

駐車ブレーキ 

長時間停止したり座面に座る際は、ブレーキレバーを下方向にさげてください。駐車ブレーキがセットされます。 
※解除するときは、ブレーキレバーを上方向にあげてください。 
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収納バスケット 
収納バスケットの最大積載量は 5kg です。 
 

 

 

収納バスケットは取外す・取付けることができます。 
 

取外し 

収納バスケット取付部を矢印の方向に引き上げ、グリ
ップから取外してください。 
 

 

 

取付け 

収納バスケット取付部をグリップにはめ込んでくだ
さい。 
 
 
 

 

 

 収納バスケット以外の場所に荷物を載せたり、掛けたりしないでください。重心が
不安定になり転倒して、けがをするおそれがあります。 

 収納バスケットの中には５kg 以上のものを入れないでください。歩行しづらくな
り、転倒してけがをするおそれがあります。また、収納バスケットや入れたものが
破損するおそれがあります。 

 収納バスケットに乳幼児などを乗せたりしないでください。転倒してけがをした
り、歩行車が破損・変形したりするおそれがあります。 

 

 
収納バスケットの中に鋭利なものや尖ったもの、ペットや生き物を入れないでくださ
い。収納バスケットが破損するおそれがあります。 
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歩行のしかた 

歩行姿勢 

下図「○」のように、背筋を伸ばした姿勢で歩行してください。 

 

 

上図「×」のように、上半身が前のめりの姿勢で歩行すると、小石や段差などの障害物に
よりバランスを崩し、転倒してけがをするするおそれがあります。「○」のように、起立し
た姿勢で使用できるよう、押し手ハンドルの高さを適切に調節してください。 

 

段差乗越えバーの使いかた 

後輪の横にある段差乗越えバーを踏み込むことで前輪が浮き、3cm 程度の段差を乗越えることができます。 
 

 
 

 

3cm 以上の高い縁石や路上に障害物がある場合は、段差乗越えバーを使用せず、いったん停止し
て、本製品ごと持ちあげたり迂回したりするなどして、障害物を避けてください。 
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サイドデフレクター
後輪がドアや路面の異物と接触することを避けるた
め、サイドデフレクターが標準装備されています。 
 

折りたたみかた 
①座面にある折りたたみ用持ち手を上方向に引きあ

げてください。 

 

②押し手ハンドルを図のように左右から矢印方向に
「カチッ」と音がするまで押してください。自動的
にロックがかかります。 

 
 

 

折りたたみは左右の押し手ハンドルを矢印方向に押すと自動的にロックされる機構
になっています。折りたたみ時に、誤って手や指などをはさまないように注意してく
ださい。けがをするおそれがあります。 

持ち運びかた

 

左図のようにグリップを持って運んでください。 
 
 

 

 
グリップ以外の場所は持たないでください。本製品が破損・変形するおそれがありま
す。 
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使用前の点検について 
本製品をご使用になる前に、必ず下記の点検を行ってください。 
ブレーキレバーを操作し、手元ブレーキ／駐車ブレーキが確実に掛かることを確認してください。 
押し手ハンドルのハンドル高さ調節レバーが確実に固定されていることを確認してください。 
座面の高さが左右水平になっていることを確認してください。 
ボルト・ナット・小ねじ類のゆるみ・本体のゆがみ・がたつきを点検のうえ、ゆるみがあれば締付けてくださ
い。 
製品の破損や異常を発見した場合はただちに使用を中止し、お買い上げの販売店またはパラテクノコールセン
ター（14 ページ参照）までご連絡ください。 

車輪交換の目安 

症 状 原 因 

●平坦な場所の移動でもハンドルに振動が生じる 
●回転がスムーズでない ●直進性が悪い ●押したとき、重く感じる 

車輪の片ベリ・損傷 

●回転がスムーズでない ●方向転換したときに、重く感じる 
●水平な場所でも、全体が前後左右に傾く 

車輪のへり 

お手入れについて 
本体 
洗剤で清拭する場合は下記①～③の手順で行ってください。 
①水で薄めた中性洗剤にひたした布をよく絞って拭いてください。 
②水でひたした布をよくしぼって、残った洗剤分を拭き取ってください。 
③乾いた布で残った水分を拭き取ってください。 
 
収納バスケット 

 
40℃以下のお湯または水で洗浄してください。 

 
アイロンがけはできません。※スチーム禁止 

 
タンブル乾燥はできません。 

 
ドライクリーニングはできません。 

 

 

塩素系洗剤、ワックス類、揮発性のもの（シンナー、ベンジン、ガソリンなど）は使
用しないでください。変色・変質するおそれがあります。 
オゾン殺菌器は使用しないでください。変色・変質するおそれがあります。 

保管について 
●高温、多湿、ほこりの多い場所、直射日光の当たる場所は避けてください。 

※温度－35～65℃の環境で保管してください。 
●屋外で保管しないでください。 
 

 
雨ざらしで保管しないでください。傷みが早くなったり、ブレーキが効かなくなった
りするおそれがあります。 
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保証書 
保証書は裏表紙にございますので、必ず「販売店名・お買い上げ日」などの記入をお確かめになり、記載内容
をよくお読みいただき大切に保管してください。保証期間は、お買い上げ日より 1 年間です。 
 

販売店名・お買い上げ日の記入がない場合は、品番・販売店・お買い上げ日が確認できるように、製品を 
お買い上げの領収書などを保証書と一緒に保管してください。 

修理を依頼されるとき 
お買い上げの販売店またはパラテクノコールセンター（下記参照）までご連絡ください。 
 
ご連絡していただきたい内容 
●品名、品番 
●お買い上げ日 
●故障または異常の内容（できるだけ詳しく） 
●施設名、お名前、ご住所および電話番号 
 
消耗部品について 
キャスター・ブレーキワイヤーなどは消耗部品です。 
 
保証期間内は 
保証書の記載内容に基づき無償で修理いたします。ただし、保障期間内でも修理が有償になる場合があります。
詳しくは保証書をご覧ください。 
 
保証期間が過ぎているとき 
修理により使用できる製品については、ご要望により有償で修理いたします。 
 

アフターサービスについてご不明な場合 
お買い上げの販売店、またはパラテクノコールセンターまでお問い合せください。 
パラテクノコールセンター 0120－54－8639 
【受付時間】平日 8：00～18：00／土・日・祝日 9：00～17：00（年始は休業いたします） 
【パラテクノ株式会社について】弊社製品の修理や保守点検などの各種サービスを実施する会社です。 
 

パラマウントベッド株式会社 
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